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☆ 文化発表会の振り返り ～３年・学年合唱『地球星歌』…「軌跡：伝統を受け継ぐ」響きを披露～ ☆ 
９月１９日、文化発表会を開催しました。早朝からたくさんの

保護者が来校され、生徒会セレモニー・１年生の合唱から見

守っていただきました。ありがとうございました。振り返りの一

番は、舞台発表のラスト、３年・学年合唱『地球星歌』（左）。

感動・感激・感謝でした。創立十周年を迎えた昨年より、学年

発表を合唱とし、周年行事のスローガン「軌跡～伝統を受け

継ぐ～」…伝統を大切にしつつ、新しいことにも挑戦、昨年の

『YELL』から『地球星歌』へと見事に繋げてくれました。まさに最高学年の貫禄を美しく、そして力強く、重厚な響きに

込め後輩に示してくれました。私は、連続する波・風圧を心地よく受けながら、“軌跡と伝統”が築かれていく瞬間を満喫

しました。コンクール形式なので順位が着きます。悔し涙もいっぱい見られた今年の文化発表会。生徒会スローガン『開

花～自分の個性を咲かせよう～』を意識し、一人ひとりが “本気”になって取り組んでくれたからこその感情・涙でしょう。 

 

◎  生徒会セレモニー～１年合唱～英語科～多文化学級＆韓来部～２年合唱    
副会長の開会宣言で始まった文化発表会・舞台発表。文化委員長の

挨拶（左）の後は、生徒会セレモニー。（右）“ワンピース…力を合わせて、

合唱を頑張ろう！”という執行部のメッセージが伝わるように、続く１年生

の合唱が元気いっぱいに始まりました。事前準備から今年の１年生はか

なりやってくれると確信していましたが、本番はどのクラ

スも練習以上の力を発揮してくれ、２・３年生にプレッシ

ャーを与えるかのような出来栄え。結果は１組（左）が

金賞を受賞しましたが、学年

合唱「Ｂｅｌｉｅｖｅ」まで歌声そ

して入退場の姿勢も素晴らしく、会場にピーンと緊張感が生まれました。続く英語科の発表は、

選ばれし生徒が登場し堂々と発表してくれました。２年生の「My Dream」（右）“ラーメンを食

べることで幸せな気持ちになります”…ぜひとも、ラーメン屋を開きたいという夢をかなえて欲

しいです。多文化学級＆韓来部の舞台では、３年生の応援生徒も

加わって、透明感が際立つサムルノリの演奏だけ

でなく、スピーチでも聴かせました。（左）今後の

多文化学級生の活躍、そして国際理解学習の成

果が、ますます楽しみになりました。午前の最後は、

２年生の合唱。心配した時も正直ありましたが、各クラス練習以上

の力を発揮し、特に金

賞の１組（右）の声量に

は高得点をつけました。

また、最後の学年合唱「翼をください」（左）の迫力に、学年の潜在的なパワ

ーを感じました。来年は最高学年、“軌跡と伝統”を意識して臨んでください。 
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◎  展示の観賞～美術部・茶道部の発表の場～  
今年の展示、クラス単位で教員引率のもと時間を区切っ

ての見学で、観賞態度は良かったと思います。個人的には、

個々の生徒が自由に観賞する時間も大切にしたいと思っ

ています。美術部は、美術科の作品とともに美術室に立体作品「タコ」の展示もありました。（上）また、日頃から玄関や

階段、廊下の壁に額入りの作品を展示してもらっています。茶道部は、貴重なお点前披露の場。地域連携棟ロビーと和

室を使って日頃の練習の

成果を発表しました。（左）

２階の廊下では、２年生

の「夢の翼」（右）に多く

の保護者が集まり、熱心

にご覧になっておられました。１年生は学習室Ｂの教室で、数学科のまとめと併せて、６

月に行った大阪・関西万博の班ごとのまと

め（左）、３年生は平和学習のまとめとして、

今起きている４つの「世界の紛争」（右）を

１階メディアセンターにて展示していました。 

 

◎  吹奏楽部～３年合唱～閉会式  
午後の舞台発表、まずは吹奏楽部の

演奏（下）から始まりました。今年の夏、

コンクールでは１０年ぶりの関西大会出

場を果たし、その実力を大いに発揮した

安定の響きでした。会場には手拍子だ

けでは収まらない生徒もいて大盛り上がりでした。１０分の休

憩後は、いよいよ３年生の合唱。冒頭に書いた学年合唱同様、

クラス合唱の充実度や生徒一人ひとりの意気込みは、金賞・グ

ランプリに輝いた１組（上）・僅差で銀賞の２組（下）だけでなく、

どのクラス（下部左３組・右４組）も凄まじいものでした。今年は、

教職員の審査員席を１・２年の生徒席後方とし、バランスよく聴

くことができました。また、入退場の姿もしっかり見ること

ができました。今回が２回目の合唱コンクール。審査方法

や舞台設営等、まだまだ改善の余地があると感じつつ、９

月２３日の秋分の日、自宅近くの枚方市総合文化芸術セ

ンターにて開催された「第８０回関西合唱コンクール・中

学生部門」を鑑賞してきました。（左・翌日の新聞記事より）レベルの高い合唱

を満喫しつつ、次年度以降参考にしたい幾つか気づきもありました。今回

も話がそれましたが、学年合唱の後、１０分の休憩をはさんで閉会式。文

化委員長による結果発表に歓喜、そして涙がありました。表彰の後、最後の生徒会長の挨拶（右）にも感

動がありました。入賞を逃した悔しさを必死に押さえて全体を振り返り、各学年・各クラス・そして生徒一人ひとりの頑張

り・健闘を自分の言葉でたたえました。立派な姿でした。全体通じて第１１回文化発表会、大成功と言えるでしょう。感謝。 


